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―――――――――――――――――――――――――――――――――――――

会議に付した事件

（協議事項）
協議第 ３号 合併の方式について
協議第 ４号 合併の時期について
協議第 ５号 財産及び公の施設の取扱いについて
協議第 ６号 議会の議員の定数及び任期の取扱いについて
協議第 ７号 農業委員会の取扱いについて
協議第 ８号 地方税の取扱いについて
協議第 ９号 一般職の職員の身分の取扱いについて
協議第１０号 特別職の身分の取扱いについて
協議第１１号 行政組織機構の取扱いについて
協議第１２号 一部事務組合等の取扱いについて
協議第１３号 使用料・手数料等の取扱いについて
協議第１４号 公共的団体等の取扱いについて
協議第１５号 各種団体への補助金・交付金等の取扱いについて
協議第１６号 町字名の取扱いについて
協議第１７号 慣行の取扱いについて
協議第１８号 新市建設計画について

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――

午前１０時 開 会

定刻になりましたので、始めさせていただきます。○中本事務局参事

皆様方におかれましては、大変お忙しい中、御出席賜りありがとうございます。
心からお礼を申し上げます。
開会に先立ちまして、本協議会の会長でございます小笠原臣也呉市長よりごあい

さつをいただきたいと存じます。
小笠原会長、よろしくお願いいたします。

皆さん、おはようございます。○小笠原会長

きょうは皆様方、大変お忙しい中、本協議会に御出席をいただきまして、まこと
にありがとうございます。
去る４月４日に本協議会を設置させていただきまして、本日は２回目の協議会開

催ということになったわけでございますが、これからがいよいよ本格的な実質的な
協議ということになってまいりますので、私といたしましても、一層責任の重大さ
と、そしてとにかく合併を期にすばらしい新たなまちづくりに取り組んでいかなけ
ればいけないという決意を新たにしておるところでございます。
さて、本日は、合併協定項目の中の合併の方式でありますとか、あるいは合併の
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時期等の基本項目について御協議をいただくわけでございますが、いずれも極めて
重要な基本的な項目になるわけでございまして、どうかいろいろと率直な御意見を
いただき、慎重に協議をしていただきますよう心からお願いを申し上げまして、ご
あいさつにさせていただきます。ありがとうございました。

ありがとうございました。○中本事務局参事

それでは、早速でございますが、これからの議事の進行につきましては、小笠原
会長にお願いいたしたいと存じます。
小笠原会長、よろしくお願いいたします。

それでは、議事を進めますので、御協力のほどよろしくお願い申し○小笠原会長

上げます。
ただいまから第２回呉市・下蒲刈町合併協議会を開会いたします。
本日の会議録署名者として、岩原委員と花浦委員を指名いたします。よろしくお

願い申し上げます。
本日の議事に入ります。
協議第３号合併の方式についてを議題といたします。
事務局から本件の説明を願います。

それでは、第２回呉市・下蒲刈町合併協議会協議事項、資料○佐々木事務局次長

編がありますので、これに基づきながら説明させていただきます。
協議事項の１枚はぐっていただきまして、４月４日に第１回の協議会を開かせて

いただきまして、今後の合併にかかわる協議事項ということで一覧を提案させてい
ただきました。その中で、本日は合併にかかわっての基本的な項目につきまして、
委員の皆さんに提案させていただきながら、１つずつ協議していきたいと思ってお
ります。それで、その中で方向性を決めていただけると考えております。
それでは、１ページ目の１番目、協議第３号合併の方式でございますけれども、

合併特例法には編入合併または新設合併ということがございます。合併の形態によ
りましていろいろな取扱いが違ってくるということでございます。
それで、呉市及び下蒲刈町の現状、人口等、世帯等につきましては下の表にある

とおりでございます。それと、両市町の歴史でございますけども、呉市は明治35年
に４町村が合併しまして市制を施行しました。以後、７町５村の12団体での合併に
よりまして現在の呉市があるわけでございます。下蒲刈町につきましては、昭和37
年に町制を施行しまして、現在に至っているところでございます。御存じのように、
平成12年には安芸灘大橋が開通しまして、呉市との結びつきがさらに強まっている
ところでございます。
それで、合併の方式につきましては、事務局案として、安芸郡下蒲刈町を廃しそ

の区域を呉市に編入するものとするということで、提案させていただきたいと考え
ているところでございます。
以上、事務局の案として提案させていただいております。
それと、別紙資料につきましては、ページ１に市町村の合併の特例に関する法律、

いわゆる合併特例法の概要等、それから別紙資料２に、今さっき言いました編入合
併と新設合併による、合併の形態による相違点の資料を入れておりますので、参考
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にしていただきたい思っております。
以上、調整、事務局案として編入合併とするということでお願いしたいというこ

とでございます。
以上、御審議のほどをよろしくお願いします。

ただいまの説明につきまして、御質疑なり御意見があればお願いい○小笠原会長

たします。
何か、下蒲刈町の皆さんの方から御意見、よろしゅうございますか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

特に御質疑なり御意見がないようでございますので、本件につきま○小笠原会長

しては、委員の皆様の御承認をいただいたものとして決定してよろしゅうございま
すか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

ありがとうございました。○小笠原会長

それでは、さように決定させていただきます。
続きまして、協議第４号合併の時期についてを議題といたします。
事務局から本件の説明を願います。

１枚はぐっていただきまして、ページ２ページでございます。○佐々木事務局次長

２番目の合併の時期でございます。
合併の時期につきましては、特に定めはございませんけれども、昭和の大合併以

降、４月１日の合併が一番多くなっております。そのほか、議員の任期あるいは首
長、市町村長の任期等に合わせて合併の日を決めているところが多くございます。
最近の合併の市町村の事例ということで、新潟市あるいは潮来市、大船渡市、さぬ
き市の合併の時期を入れております。
それで、いろいろな予算編成とか人事等を考えまして、あるいは議員の不在期間

をできるだけ少なくしたいという思いもございまして、事務局案としては平成15年
春ごろを目標に両市町で協議してその期日を決定することになりますが、両市町議
会での合併議決後から合併までの移行準備期間等を総合的に判断しますと、この平
成15年４月１日が適時期と考えておるところでございます。
以上、案として提案させていただきます。御審議のほどよろしくお願いいたしま

す。
ただいまの説明に、御質疑なり御意見があればお願いをいたします。○小笠原会長

これについては今説明がありましたように、任意の合併協議会の段階から、15年
春ということで大体意見一致をしながら、法定協議会で正式に決めようということ
になっておったわけでございますが、いろいろやはり考えた場合、広島県の例では、
今一番早いのが福山市と新市町が来年の２月１日という日を目標にして進めておる
ようでございます。それから、廿日市と佐伯、吉和、これが15年３月１日というこ
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とで進めておるようでございますが、最終的にそうなるかどうかはまだわかりませ
んが、一応そういう目標で進んでおるようでございます。
ただ、やはり年度途中の合併ということになりますと、補正予算を組んだりいろ

いろと事務的に難しい面等がありまして、地方自治体の会計年度というのは３月31
日で終わって４月１日から新年度が始まるという形になっておりますもんですから、
それと先ほど説明いたしましたように、今から県の手続、国の手続というものを考
えた場合、さかのぼって考えますと、もう４月１日でもかなりハードなスケジュー
ルということになるわけで。今申し上げましたように、それらを総合判断をして、
一応４月１日がそこに調整方針、協定案と書いてありますけれども、15年４月１日
が適当ではないかということで提案をさせていただいておりますが、よろしゅうご
ざいますか。質疑、御意見ございませんか。
ないようでございます……、はい、どうぞ。

４月１日ということで皆さん御意見がない。で、ちょっと事務局の方○赤松委員

に、資料３で４月１日の合併ということで今後進めていくときに、市議会の手続で
ありますとか県議会への手続、あるいは総務省への届け出という手続等々を要さな
いと、合併、正式に決まらないということでございますので、ちょっとそこら辺が
今後どんな感じの日程が想定されるのかというのを、想定で結構なんでちょっと教
えていただければと思うんですが。

はい、わかりました。○佐々木事務局次長

一応法定協議会でいろいろ御審議をしていただきまして、スケジュール的には８
月の上旬に合併の両市町の調印をさせていただきまして、９月の定例議会におきま
して町の町議会あるいは呉市議会で議決をいただくことになろうかと考えておりま
す。その議決後、県知事に申請をいただきまして、それから県におきましては12月
の定例議会におきまして県議会での議決を得て、国の総務省の方へ届け出をしてい
ただく。総務省の方で御審議いただきまして、翌年の早ければ１月、ひょっとしま
すと２月ごろには内示、告示がいただけるのではないかと考えております。
それで、告示をいただきましたらば合併が正式に効力を発生するわけでございま

して、この間、準備期間としまして約６カ月の移行期間を考えているところでござ
います。この間、新市に向かっていろいろな事務作業を行っていきたいと考えてい
るところでございます。
以上が今後の流れになろうかと考えております。以上です。

そういうことでございます。○小笠原会長

少し詳しくスケジュール説明したわけでございますが、特にそのほか御意見がな
いようでございましたら、お諮りをいたしますが、ただいまの合併の時期について
は４月１日を適当な時期と考えるということで、今後進めていくということで御承
認をいただけますか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

どうもありがとうございました。○小笠原会長
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それでは、本件については今申し上げましたようなことで、合併の時期を定めて
進めていくということで決定をさせていただきます。
協議第５号の財産及び公の施設の取扱いについてを議題といたします。
事務局から本件の説明を願います。

３番目の協議第５号財産及び公の施設の取扱いについてでご○佐々木事務局次長

ざいます。
これに関しますのは、町の庁舎あるいは学校、小・中学校、あるいは町有地など

いろいろございます。町の財産及び公の施設の状況につきましては、資料４のペー
ジ６ページになろうかと思いますけども、そこにそれぞれ内訳等を書いて、現在、
13年度末の見込み状況を書かさせていただいております。基本的に、下蒲刈町が持
っておられる財産あるいは公の施設は新市に、呉市ということになりますれけども、
引き継いでいくということでございます。この場合、土地建物あるいは財産や負債、
権利及び義務も含めてすべて引き継いでいくということになろうかと考えておりま
す。
そういうことの中で、調整方針としましては、すべて呉市に引き継ぐものとする

ということでさせていただきたいと思っております。
以上でございます。

ただいまの説明について、御質疑なり御意見があればお願いいたし○小笠原会長

ます。
これはもう合併ということについては当然そういうことになるわけで、土地建物、

基金、預金等の財産はもちろんですけれども、先ほど説明がちょっとありませんで
したけども、借入金といいますか、債務の方も全部引き継ぐということになるわけ
でございます。６ページのとこにあるような状況でございまして。
これについては特に御質疑、御意見ございませんか。よろしいですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

ないようでございましたら、これについてもお諮りをいたしますが、○小笠原会長

委員の皆様の御承認をいただけますでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

ありがとうございます。○小笠原会長

それでは、承認をいただけたものと決定をさせていただきます。
続きまして、協議第６号議会の議員の定数及び任期の取扱いについてを議題とい

たします。
事務局から本件の説明を願います。

４番目の事項としまして、議会の議員の定数及び任期の取扱○佐々木事務局次長

いということでございます。
議員の皆様におかれましては、町長と協力、苦心しながら、現在の特色あるまち
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づくりをつくってこられたものでございます。その中で、取扱いということになり
ますと、合併特例法第６条、第７条に取扱規定がございまして、定数特例あるいは
在任特例などの規定がございます。
現在の市町の議員の状況でございますけども、下蒲刈町につきましては法定数12

人のうち10人が条例として現在おられます。任期につきましては平成15年４月29日
ということになっております。
そこで事務局案としまして提案させていただきますのは、合併特例法の定数特例

を採用いたしまして、合併後新たに下蒲刈選挙区を設けまして、増員選挙を実施す
るものとするということにさせていただきたいと考えております。
以上で事務局提案とします。

ただいまの説明につきまして、御質疑なり御意見があればお願いい○小笠原会長

たします。
急ぐわけではありませんけれども、特に御質疑なり御意見ないようでございまし

たら、お諮りをさせていただきますが。
いろいろと説明会を既にされておられるのですか。

はい。○竹内副会長

そうですか。○小笠原会長

御質疑、御意見がないようでございますが、十分、これまで御論議をいただいて
おるということでございますので、お諮りをさせていただきますが、本件につきま
しては、御承認をいただいたものとして決定させていただいてよろしゅうございま
すか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

ありがとうございます。○小笠原会長

それでは、委員の皆様の承認をいただけたものと決定させていただきます。
続きまして、協議第７号農業委員会の取扱いについてを議題といたします。
事務局から本件の説明を願います。

１ページはぐっていただきまして３ページでございますけど○佐々木事務局次長

も、５番目としまして農業委員会の取扱いということでございます。
これには合併特例法第８条及び農業委員会等に関する法律第３条に取扱規定がご

ざいまして、基本的に合併特例法に基づきますと選挙による委員はすべて在任特例、
在任できるということになっております。
それで、現在の農業委員会のそれぞれ状況でございますが、呉市は22人のうち選

挙で選ばれたのは16人、下蒲刈町につきましては14人のうち選挙で選ばれた方が10
人おられます。任期につきましては、それぞれ平成14年７月になっております。こ
としの７月が改選期になっております。
それで、一応事務局として調整案でございますけども、下蒲刈町の農業委員会は

呉市農業委員会に統合するものとする。次に、合併特例法の規定によりまして、下
蒲刈町農業委員会の選挙による委員は、両市町の長が別に協議して定めた数の者に
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限り、呉市農業委員会の委員の残任期間に合わせ引き続き在任するものとするとい
うことでございます。ことしの７月が改選期でございますので、次期在任期間とい
いますと平成17年７月31日までということになろうかと考えておるところでござい
ます。
以上でございます。

ただいまの説明に、御質疑なり御意見があればお願いいたします。○小笠原会長

これについては合併特例法の規定によって選択の余地なしに、こういうことでご
ざいますんで、数についてを選挙後、ことしの７月の選挙後……。

選挙のときに、それじゃ。○竹内副会長

はい。選挙をせにゃあいかんです。その後で、選ばれた方の中で全○小笠原会長

員にするかということで。全員になるのですね。
その数につきましては、また呉市と下蒲刈の農業人口とか規○佐々木事務局次長

模もございますので、別途協議させていただいて、その数、全部10人という形にな
るのか、農業人口の規模によりまして新たに選んでいただくのかということを決め
ていただくようになるかと考えております。

これ、大体事務局の試算ではどういうふうな人数ですか。○竹内副会長

農業人口が、現在は呉市の方は5,554人、町が1,102人でござ○佐々木事務局次長

います。そのうち選挙人名簿の登録数は、ことしの１月１日現在で呉市が3,542人、
町が971人でございまして、この農業農家人口あるいは選挙人の名簿登録数で案分
等をしますと、約４人程度になろうかと考えているところでございます。

これは何でかね、選挙がこの７月に行われますんで、その前によく○竹内副会長

今出ておられる方、出ようとする方にもお話し合いをして決めていかんといかんの
じゃないかと。今ここですぐ言われて、決めるんじゃなくて、もっと詰めさせてい
ただいて、次回のときでも決めさせていただきたいと。

はい、わかりました。きょうの提案もですね、やり方はもう合併特○小笠原会長

例法の規定によってやるんですが、数については両市町が別途協議をしていく。定
めた数でいくということになっておりますので、これからきょうで何人か決めるわ
けではありません。

今回の選挙は今までのとおりにやらにゃいかんわけでしょう。やら○竹内副会長

にゃいかんわけですね。
そうですね。私がさっき言ったのもその点なんですよ。○小笠原会長

だから、次は17年にするということでしょ。農業委員会……。○中田委員

３年任期ですから。今度の７月に選挙をされた人は17年７月。○小笠原会長

それまでは任期があるんでしょう。○竹内副会長

だから、14年７月に任期が来ますよね、現在の人が。そうすると、そ○中田委員

こで選挙をするんですから、それからずっと３年間ありますから、17年７月までは
任期があるわけです。だから、その定数をするということはそれから決めると。そ
れまでの間に決めりゃあええと、こういうことになるんじゃないのか。

そういうことではございません。また違っておりまして。こ○佐々木事務局次長

としの７月に選挙がございまして、14人、そのうち10人選んでいただくわけですけ



- 10 -

ども、来年の４月１日には合併しますので、10名のうち何人かを人数選んでいただ
いて、呉市の農業委員会の委員となります。それで、その分の残任期間が17年７月
31日になるということですから。だから、合併と同時に選挙で選ばれた方を、委員
の数を再度協議し、そのときに選んでいただくということになるかと。

再度協議するということは、またそのとき選挙をするということか。○中田委員

そうしますと、例えば先ほど説明がありましたように、臨時的に○船田信義委員

やるという人があると、下蒲刈町は４名ぐらいになると、こういういうことですよ
ね。再度選挙をすると。

町の農業委員会の中で互選をしてもらうという形になろうか○佐々木事務局次長

と思います。
そうですね。だから、一応この７月に選挙が、下蒲刈が10人なら○船田信義委員

10人だということになれば、今度４月１日に合併すれば、新たに４人なら４人だと
いうことになる。その４人が新しく出て、今度17年までは任期があると。そういう
解釈でいいんですね。

はい、そうでございます。○佐々木事務局次長

わかりました。○船田信義委員

どうも整理をしていただいて済いません。○小笠原会長

10人を４人にせにゃいかんよ。だから、話し合いをせにゃいかんよ。○竹内副会長

そこを初めからちょっと整理をして、４人を前提にちょっともう一○小笠原会長

遍きちっと説明してください。
はい、わかりました。○佐々木事務局次長

４人はあくまでも一応の前提として。○小笠原会長

はい。ことしの14年７月に選挙していただきまして、10人、○佐々木事務局次長

農業委員を選んでいただきます。それで、来年の４月１日には、10人のうち約４人
ほど町の農業委員会の方で互選をいただきまして、４月１日以降は４人の代表を選
んでいただくと。その方が呉市の農業委員の残任期間ということになりますので、
平成17年７月31日までの任期にこの４人の方が選挙で選ばれた委員として残ってい
ただくということでございます。
以上でございます。

任期が残任期間になる。だから、４月には４人にならにゃいかんと○竹内副会長

いうことですから。
そんなら、来年の４月には４人にするということじゃろ。○中田委員

そうです。○小笠原会長

それ、４人にするのに選挙で選ばれた、選挙で選ばれた委員を４人に○中田委員

絞るのに勝手に話し合いでやりますというわけにはいかんから。来年の４月なら４
月にやっぱり選挙をせにゃあいかんということに法律上はなってくるんじゃないの。
農業委員が、選挙をして選んだ者を勝手に10人を４人にして、こんなんとこんなん
にしますというわけにいかんだろう。法律上どうなのよ。

農業委員会法に、今特にその定めはございませんので、町の○佐々木事務局次長

農業委員会の方で協議をしまして、内部で選挙されるか、あるいは話し合いの中で
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互選されて４人を選んでいただくという形になろうかと考えております。
そこが定めがないんではなくて、今まで国の指導で農林省ですよ、○小笠原会長

所管局は。合併の際にそういう定数の調整をするときは、選挙で選ばれた農業委員
であっても農業委員会の中で協議をして定めるということでずっと進めてきたと。

今、特に決めとらんと。○中田委員

それがあるんですよ、根拠が。ありますよ。○小笠原会長

もう少し事務局の方で調べさせて下さい。○佐々木事務局次長

検討してください。○中田委員

ええ、ぜひそうしたいと。○佐々木事務局次長

それは職員さんの方でやってもらわんと、私の方も話の進めようが○竹内副会長

ないですよ。問題になりますよ、選挙で選ばれた者を外すという。大変なことにな
ったら困ると思うからね。

はい。市の農業委員会、あるいは県、国の方に確認しまして、○佐々木事務局次長

再度御提出させていただきます。
早くやってくださいよ。○竹内副会長

はい、わかりました。○佐々木事務局次長

７月に選挙が行われますんで、うちの方大体農業委員、現在なって○竹内副会長

いる人は話し合いを知らんのじゃから。
議会で決めて定数を減員に決めるわけにいかんのでしょうか。これも１つ研究し

とってください。
初めから。○小笠原会長

ええ、初めから、例えば６月に定例議会がありますんで、その定例○竹内副会長

議会で改定できんのでしょうかね。それだったら一番困難がなくてやりやすいわね。
それもあわせて勉強してください。

いま少し研究させていただきたいと思います。○佐々木事務局次長

それでは、この件につきましては今いろいろ御質疑が出ましたので、○小笠原会長

調整方針のところはきょうは保留にしまして次回に協議をさせていただくというこ
とで、進めさせていただきたいと思います。
それでは、今宿題になりました件、事務局の方でしっかりちゃんと裏づけをしと

いてください。
はい、わかりました。○佐々木事務局次長

それでは次に、協議第８号の地方税の取扱いについてを議題といた○小笠原会長

します。
事務局から本件の説明を願います。

６番目の地方税の取扱いでございますけども、資料の別紙の○佐々木事務局次長

ページ10ページを開いていただければと思います。
ここに地方税ということで町民税あるいは固定資産税、軽自動車税、たばこ税あ

るいは土地保有税、都市計画税等々の税目があり、呉市及び下蒲刈町の比較がなさ
れていると思います。この中で、違いますのは、税目とか税率、あるいは納期とか
手数料などに違いがございます。それで、事務局案とは違いがございますけども、
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現在の課税の状況は表に書いてあるとおりでございます。基本的に、均等割につき
ましては、下蒲刈町におきましては2,000円で、呉市は2,500円でございます。法人
税割につきましては、下蒲刈町は12.3％で、呉市は14.7％となっております。固定
資産税につきましも、下蒲刈町は1.4％、呉市は1.5％となっております。都市計画
税につきましては、下蒲刈町は都市計画未決定でございまして、課税もありません。
呉市につきましては0.2％の課税をしているところでございます。その他、納期と
か手数料等も多少違うところでございます。
それで、事務局案としまして、右に書いてありますけども、地方税は呉市の制度

に統一するということでございます。ただし、両市町で税率の異なるものにつきま
しては、合併特例法第10条の規定を適用しまして、合併する日が属する年度及びこ
れに続く５カ年度は不均一課税を実施するということで、提案させていただければ
と思っております。具体的には５年間、５年ということになりますと、2,000円、
今の住民税均等割が2,000円が５年間続くということでございます。６年目に、呉
市の2,500円になるということでございます。
以上、事務局案として提案させていただいたところでございます。

ただいまの説明につきまして、何か御質疑なり御意見がありました○小笠原会長

らお願いいたします。
どうですか、御意見、御質疑ありませんか。
いろいろ御検討いただいておると思うんでございますが、合併特例法によって５

年間だけは不均一課税、違いあってもいいと。だけど、５年を過ぎたら同一にしな
ければいけないということになっておりますので、固定資産税及び都市計画税につ
いては呉市の方が高いですから、総合して高いですから高く今後税を納めていただ
くということになりますけれども、これについては一方で下水道の整備あるいは上
水道の整備とかが関係いたしまして、その料金をどうするかという問題も絡んでま
いります。そういうことを総合して、御判断をいただかなきゃいけないわけなんで
すが、一挙に上げるというのは町民の方々の御負担が急増いたしますので、法律ど
おり５年間で調整をしていくという考え方にいたしておるわけでございます。

今の説明がございましたように、一挙に上げるということじゃな○船田信義委員

くて、５年間の間を一応いろいろ勉強していただいて、ここに書いてありますよう
に、両市町の長がいろいろ協議をして、そこらあたりを決定するんだというような
ことでございますので、どうぞよろしくお願いしたいと思います。

ちょっとよろしいでしょうか。５年間は不均一課税を実施すると○船田孝敏委員

いうことでございますけれども、都市計画税ですね、これは５年後、下蒲刈町の問
題はどうなるんですか。

都市計画税でございますけども、今のところ、現行のまま都○佐々木事務局次長

市計画決定をするようには考えておりませんので、このまま課税なしの状態になろ
うかと考えます。

そうすると、将来的にもないということでございますか。○船田孝敏委員

新たな都市計画事業を、計画が団地造成とかという総合的な○佐々木事務局次長

計画をすることになりましたら、やはり都市計画の線引きをしなくてはなりません
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ので、その時点で再度検討させていただくということになろうかと思います。
今の説明でいけば、都市計画税というと都市計画決定をしないと課税○赤松委員

をされないということなので、都市計画決定がされない現状がずっと続けば、都市
計画税は要らないと。将来的にいつの時点か、するかしないかもわかりませんけど、
都市計画決定がされると。そういうふうな理解でいいですよね。

呉市におきましても、以前から都市計画決定で線引きをして○佐々木事務局次長

おりますけども、調整区域につきましては都市計画税は課税をしていませんので、
そういう状況になろうかと。下蒲刈町につきましては線引きがされるまでの間は今
の状態が続くということでございます。

関連で申し上げますと、呉市の場合は都市計画決定をしたところが公○川 委員

共下水道が入ってるという状況でございますので、今から建設計画を立てていかな
いといけないんで、その辺で公共下水道を今から整備していくということになれば、
都市計画決定が必要かというように思います。ただ、その場合には、先ほど例があ
りました下水道料金がかなり違いますので、呉市に合わすと極端に下がってくると
いう、どちらで負担するかという話になろうかと思いますが、そういう建設計画い
かんによるんではなかろうかと、こういうふうに思います。

ただ、下蒲刈町におきましては、下水道事業は公共下水道じ○佐々木事務局次長

ゃなくて農業集落の排水事業あるいは漁業集落排水事業で既に整備されております
ので、新たな都市計画決定するような要件には、ちょっと今のところないのではな
いかと考えているところでございます。

そのほか、何かございますか。○小笠原会長

本当に、下水道関係についてはかなり整備されとりますんで、そのために都市計
画決定という余地は余りないんではないかと。

ないと思いますね。100％ですから。○竹内副会長

また後、今度、新市建設計画をつくった段階で都市計画決定をせな○小笠原会長

きゃいかんような大きな事業があるかどうかということもありますけどね。基本的
にはそういった今までどおりの形でいくんであれば、都市計画税の問題はないとい
うことですよね。
それでは、協議第８号でございますが、地方税の取扱いについては基本的に呉市

の税制度に合わせていただくわけでございますが、合併特例法の規定によって５年
間調整の不均一課税の時期を置くということで進めていくということについて、皆
様方の御承認をいただけますでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

ありがとうございました。○小笠原会長

それでは、本件については委員の皆様の御承認をいただけたものと決定をさせて
いただきます。
続きまして、協議第９号一般職の職員の身分の取扱いについてを議題といたしま

す。
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事務局から本件の説明を願います。
資料１のページ２に、合併特例法第９条に職員の身分の取扱○佐々木事務局次長

いという規定がございまして、基本的に町の一般職の職員は失職するわけでござい
ますけども、引き続き新市の職員として身分保証されるとございます。
それで、今の両市町の職員の状況は、呉市の場合、水道・交通等の企業会計の職

員含めまして約2,500人ほど、町におきましては公立下蒲刈病院を運営されており
ますので、医師、看護婦等がございまして、約115人程度となっております。
それで、事務局としての調整案でございますけども、下蒲刈町の定数内の職員は

すべて呉市の職員として引き継ぐものとする。ただし、職員の任免、給与その他身
分の取扱いにつきましては、呉市の職員と不均衡が生じないよう同等に取り扱うも
のとし、その細目は両市町の長が別に協議して定めるということでございます。こ
のようにさせていただくということで提案させていただきます。
以上でございます。

ただいまの説明につきまして、御質疑なり御意見があればお願いい○小笠原会長

たします。
特にございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

それでは、今説明がありましたように、下蒲刈町の定数内の職員は○小笠原会長

すべて呉市の職員として引き継ぐ、これはもう法律で決まっておりますので、当然
のことを確認をいただくということになりますが、給与その他いろいろの点につい
ては公正に取り計らうという観点で、今後、両市町の長が別に協議をするというこ
とで、御承認をいただけますでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

ありがとうございました。○小笠原会長

それでは、本件につきましては、今申し上げましたことで委員の皆様の御承認を
いただけたものとして決定させていただきます。
続きまして、協議第10号の特別職の身分の取扱いについてを議題といたします。
事務局から本件の説明を願います。

１ページはぐっていただきまして４ページでございますけど○佐々木事務局次長

も、８番目としまして、特別職の身分の取扱いということであります。
内容のところにちょっと一部ミスプリがございまして、「行政委員会、審議会委

員」のとこにちょっと「て」ということになっていますが、そこは「審議会委員な
ど）について」でございまして、ちょっと訂正をお願いしたいと思います。
特別職につきましては、合併特例法には特に取扱規定はございません。合併に伴

って特別職は基本的に失職するということになっているものでございます。ただし、
町長におかれましては、先ほど議員のところでも言いましたように、現在のまちづ
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くりを特色あるまちづくりをずっと形成されてこられたということで、町の発展に
尽くされたということは経緯がございます。それがございますので、今後その取扱
いにつきましては両市町の長で協議するという必要があろうかと考えているところ
であります。
事務局案としての調整方針でございますけども、下蒲刈町の特別職の身分の取扱

いについては、両市町の長が別に協議して定めるものとするということで、提案さ
せていただきたいと考えております。
以上でございます。

ただいまの説明につきまして、御質疑なり御意見があればお願いい○小笠原会長

たします。
今後協議をして定めるということで、きょうは御承認をいただければと思ってお

りますが、よろしゅうございますか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

ありがとうございました。○小笠原会長

それでは、本件につきましても、委員の皆様の御承認をいただけたものとして決
定をさせていただきます。
続きまして、協議第11号行政組織機構の取扱いについてを議題といたします。
事務局から本件の説明を願います。

９番目の行政組織機構の取扱いということでございまして、○佐々木事務局次長

資料６、７、ページ数で言いますと11ページから13ページに、呉市の行政機構図、
それと下蒲刈町の行政機構図等を載させていただいております。呉市は50課ありま
して、下蒲刈町につきましては12課があるということでございます。
それで、合併後の下蒲刈町役場の位置づけや組織体制、あり方等を決めていく必

要がございまして、事務局としましては合併に伴いまして下蒲刈町役場は地方自治
法上の支所とするということでございます。ただし、支所の組織につきましては、
住民生活に急激な変化を来すことがないよう配慮しまして、段階的に改編、見直し
を図っていくということでございます。それと同時に、下蒲刈町が運営されている
附属機関は廃止しますが、合併後の附属機関のあり方につきましては必要に応じ下
蒲刈町と協議をしていきたいということでございます。
事務局案としての提案は以上でございます。

ただいまの説明について、御質疑なり御意見があればお願いいたし○小笠原会長

ます。
これについては特に御質疑、御意見がないようでございます。ただいま申し上げ

ましたように、今後協議をしていくことがたくさんございますが、基本的には役場
としてはなくなって、地方自治法上の呉市の支所という位置づけにさせていただく
ことになるわけでございますが、これについて委員の皆様の御承認をいただけたも
のとしてよろしゅうございますか。
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

ありがとうございます。○小笠原会長

それでは、本件につきましては委員の皆様の御承認をいただけたものとして決定
させていただきます。
続きまして、協議第12号一部事務組合等の取扱いについてを議題といたします。
事務局から本件の説明を願います。

10番目の一部事務組合等の取扱いということでございまして、○佐々木事務局次長

これは内容のところに書いてありますように、呉市も呉広域行政事務組合、１市12
町で構成しておりましたり、あるいは協議会ということで、１市12町で呉地方拠点
都市推進協議会というので下蒲刈町が入っておられますけども、合併に伴いまして、
基本的に町の法人格が消滅しますので、この一部事務組合等につきましては合併に
伴って脱退していただくようになろうかと考えております。しかし、下蒲刈町が独
自に一部事務組合を結成しておられます安芸南部衛生組合という、し尿、ごみの処
理を隣の蒲刈町と共同で行っておられる組合がございます。これにつきましての取
扱いを協議していく必要がありますけども、事務局案としましては、下蒲刈町が加
入している一部事務組合及び法定協議会につきましては、合併の日の前日をもって
脱退をしていただく。ただし、安芸南部衛生組合につきましては呉市が下蒲刈町の
地位を継承する方向で検討するということでございまして、具体的には呉市と蒲刈
町で協議をしてその方向性を出していくということでございます。
以上で提案します。

ただいまの説明につきまして、御質疑なり御意見があればお願いい○小笠原会長

たします。
これも特に御異議ないと思いますので、お諮りをいたしますが、本件につきまし

ては、委員の皆様の御承認をいただいたものとして決定させていただいてよろしゅ
うございますか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

ありがとうございます。○小笠原会長

それでは、そのように決定させていただきます。
続きまして、協議第13号使用料・手数料等の取扱いについてを議題といたします。
事務局から本件の説明を願います。

では、11番目の使用料・手数料等の取扱いについてでござい○佐々木事務局次長

ます。
これは戸籍、住民票等あるいは印鑑証明等の各証明書にかかわる手数料、あるい

は各文化・スポーツ施設などの使用料、あるいは先ほどから出ております水道料金
とか下水道使用料などでございまして、これはやはり合併に伴いまして住民に影響
がかなりございますので、これをあらかじめ調整していく方針を決めていく必要が
あろうかと考えております。
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そこで呉市、下蒲刈町の状況でございますけども、戸籍、住民票等の交付手数料
にはほとんど違いがございません。同じでございます。文化・公民館あるいは美術
館等の文化施設、あるいは町民グラウンドとか町民体育館、あるいは町民プールな
どのスポーツ施設などの施設使用料につきましては、それぞれ建設の経緯もござい
ますので、ほとんどに違いがございます。それと同時に、水道料金あるいは集落排
水事業に伴います下水道使用料については基本的な違いがあるものでございます。
そこで事務局案としましては、手数料は呉市の制度に統一させていただく。使用

料につきましても、合併に伴いまして呉市の制度に統一させていただく。ただし、
コミュニティー施設、あるいは保健・福祉、あるいは文化・スポーツ関係等の施設
使用料につきましては現行のとおりとさせていただきたいと考えております。
次に、水道料金、下水道の使用料につきましては、今後、公平性の観点から呉市

の基準をもとに段階的に調整を図っていかさせていただきたいと考えているところ
でございます。
以上、事務局案として提案させていただきます。

ただいまの説明につきまして、御質疑なり御意見があればお願いい○小笠原会長

たします。
これあの、下水道料金については、さっきの都市計画税との関係が出○中田委員

てくるんじゃないですか、これは。下水道、都市計画を実施したら都計が入るんじ
ゃと。そうでなかったら入らんのじゃと、このような御説明があったように思うが、
そこのとこどうかな。そうすると、年限を区切らにゃいけんようになってくるんじ
ゃないかな。

下水道事業の場合は事業の主体が違いますので、下蒲刈町については○川 委員

既に100％集落でやられておりますので、都市計画決定する必要がないですね。し
たがって、都市計画税との関係はないと。今後、大きな開発をしてやっていく場合
にどうかということだけでございますので。

制度的に申しますと、下蒲刈で現在処理をされることになっておりま○赤松委員

すのは、いわゆる下水道法上の下水道ではないと。農業集落排水と漁集でございま
すので、そういう意味では、委員御指摘の下水道としての統一というのは、制度上
はそこでは都市計画税への観点も含め求められないということですね。川 委員か
らありましたように、今後、大規模開発があって、下水道法上の下水道がさらに必
要になってくるとすれば、それはその段階でまた考えないといけないような問題に
なろうかと。

再度、事務局から。今さっきも言いましたように、公共下水○佐々木事務局次長

道は国土交通省の事業でございまして、集落排水事業は農林水産事業、農林水産省
の補助事業でやってる事業でございます。基本的に事業の形態が違います。それで、
呉市は公共下水道をやっておりますので、基本的に違います。それで、過去のいろ
んな全国的な各市町の合併に伴って、一つの市で公共下水道と集落排水事業をやっ
ておられるとこもございます。それぞれ事業の組み方も別事業でやっておられます
し、料金に関しても、料金体系に関しましても別料金でやっておられるとこがほと
んどでございます。
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ただし、今さっき提案させていただきましたのは、やはり料金の違いはございま
すので、その辺の格差をどのようにしていくかということを、今後、財政上のこと
もございますので、調整の段階で図っていければ、格差を少しでも縮めるような形
でできればということで、協議をさせていただくということで、提案させていただ
いたものでございます。
以上でございます。

それで、まず合併をすると、施設全部は呉市がもらう。すると下水道○中田委員

事業も一本化してこにゃいかんですね。すると、今の事業形態が違うから片方は下
水道料金が非常に高いが、呉市は安いと。それで、一本化するのにどういうふうな
見通しを立ててやるのか。事業形態が違うんですよと言うんなら、引き取ることも
できんが、どうせ下水道事業として一本化してやらないけんようになるんですから、
そういった先の見通しを早急に呉市は立てると。都市計画の場合はないんじゃから
いいけどね。そういう点の見通しはどうなの。

それは税金を特例法に基づいて５年間で調整するんですから、下水○竹内副会長

道等についても５年間で調整をしたいと、お願いをすると。
今、竹内町長の方からお話があったように、当然、呉市になったん○小笠原会長

だからというお気持ちは十分私どもも受けとめておりますし、公平の観点からいう
とそういう議論が、またお気持ちも十分わかるわけですね。
ただ、さっき説明がありましたように、今までの経緯を、ずっと全国であちこち

で合併したときの経緯を調べてみますと、同じ市の中でも公共下水道でやったとこ
ろと農業集落排水、漁業集落排水でやってきたところはやっぱり制度が違うんで、
別の料金を同じ市の中で、同じ自治体の中でずっと永久にやっとるところもある。
それはもうやはり小単位で企業会計ではなくてやっておる農業集落排水のようなの
をあわせるということがいいかどうかという議論があるもんですから、そこのとこ
ろは十分両首長で今後協議をして詰めていきたいというふうに思っておるわけです。

了解。○中田委員

それでは、きょうのところは基本的にはそこに書いてありますとお○小笠原会長

りで、もう繰り返しませんが、今後調整を要するところは水道料金、下水道料金の
使用料というとこでございまして、ほかのところは統一をさせていただくと。現在
の現行どおりで進めるという、使用料等もはっきり決めておるわけでございますが。
ということで進めていく、決めていくということについて、御承認いただけますで
しょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

ありがとうございました。○小笠原会長

それでは、協議第13号についても委員の皆様の御承認をいただいたものとして決
定をさせていただきます。
続きまして、協議第14号公共的団体等の取扱いについてを議題といたします。
事務局から説明を願います。
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12番目の公共的団体等の取扱いでございます。○佐々木事務局次長

これは地方自治法第157条に規定されております公共的団体等でございまして、
法律の定めがありますような社会福祉協議会、農協あるいは漁業協同組合あるいは
商工会等ございますし、それ以外に女性会あるいは老人クラブ等の任意の団体もご
ざいます。それで、これは合併特例法16条に規定されておりまして、合併に伴って
一体性の速やかな確立に資するための統合整備に努めなければならないとあります。
それで、事務局としては、公共的団体等につきましては、合併後、一元化するこ

とが望ましいものもあることから、それぞれの自主性を尊重しながら下記のとおり
調整に努めていきたいと考えております。
１番目としまして、両市町に共通している団体は合併時に統合するよう調整に努

める。２番目としまして、独自の目的を持った団体は自主的な判断にゆだねる。３
番目としまして、統合に時間を要する団体は、将来統合するよう調整を進めていく
ということで、以上の３点を踏まえながら、今後統合に向けた調整を図っていきた
いと考えているところでございます。
以上で提案させていただきます。

この件につきまして、御質疑なり御意見がありましたらお願いいた○小笠原会長

します。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

よろしゅうございますか。○小笠原会長

調整に努めるということでございまして、今後に残されておる問題でございます
が、きょうのところはこういうことで決定させていただいてよろしゅうございます
か。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

ありがとうございました。○小笠原会長

それでは、ただいまの件につきましても、調整方針どおりの皆様の御承認をいた
だけたものとして決定させていただきます。
続きまして、協議第15号の各種団体への補助金・交付金等の取扱いについてを議

題といたします。
本件の説明を願います。

１ページはぐっていただきまして６ページでございますけど○佐々木事務局次長

も、13番目としまして、各種団体への補助金・交付金等の取扱いでございます。
先ほどの各公共的団体等の取扱いとの兼ね合いもございますけども、それぞれ各

団体には補助金を出し、あるいは交付金を出しているところでございます。それで、
今後いろいろな事情、状況とか経緯とかの事情がございますので、それらを判断し
て取扱いについて検討していく必要がございます。
それで、事務局としましては、事務局案として各種団体等に交付している補助金
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等につきましては合併後統一を図ることが望ましいものもあることから、それぞれ
過去の経緯や実情を尊重しながら、下記のとおり調整に努めていきたいと考えてお
ります。
１番目としましては、両市町における同一または同種の補助金等につきましては、

合併時に統合するよう調整を図っていきたいと考えております。
２番目としましては、両市町独自の補助金等につきましては従来の実績を尊重し、

市域全体の均衡を保つよう調整を図っていきたいということでございます。
以上、事務局案で提案させていただきます。

本件につきまして、御質疑なり御意見があればお願いいたします。○小笠原会長

これもお読みいただきましたように、今後の調整の方針ということでございまし
て、具体的な項目について明らかにしておるわけではございませんので、あくまで
も抽象的な方針ということで御承認をいただければありがたいと思いますが、そう
いうことでよろしゅうございますか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

ありがとうございます。○小笠原会長

それでは、本件につきましても、委員の皆様の御承認をいただけたものとして決
定させていただきます。
続きまして、協議第16号町字名の取扱いについてを議題といたします。
事務局から説明を願います。

14番目の町字名の取扱いについてでございます。○佐々木事務局次長

町名及び字名は、地域の歴史や文化がしみ込んだ住民に大変愛着が深いものでご
ざいまして、町の意向を尊重しながら決めていくことが大切でございます。
それで、事務局案としましては、下蒲刈町の町字名につきましては下蒲刈町の意

向を尊重して決めていきたいということでございます。
以上、事務局案でございます。

以上のとおりでございますが、これについては御承認いただいたも○小笠原会長

のとしてよろしゅうございますか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

ありがとうございます。○小笠原会長

それでは、本件につきましては、委員の皆様の御承認いただけたものと決定させ
ていただきます。
続きまして、協議第17号慣行の取扱いについてを議題といたします。
事務局から説明を願います。

15番目の慣行の取扱いについてでございます。○佐々木事務局次長

各種慣行につきましては、地域の伝統文化と結びついたものでございまして、今
後、新市の一体性を確保するという観点からは統一することが望ましいことでござ
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いますけども、やはり町独自の事業等もございますので、それらはそのまま実施し
ていくことも検討しながら決めていく必要があろうかと考えております。
そうしまして、事務局案としましては、成人式及び消防出初め式は呉市の制度に

統一していきたいと考えて、市全体でする事業につきましては統一していきたいと
考えております。ただし、町単位で開催されます各種事業についてはそのまま実施
していくということになろうかと考えております。
以上で事務局案を提案させていただきます。

調整方針としては、成人式及び消防出初め式は呉市の制度に統一を○小笠原会長

するということになっておるわけでございますが、これについて、御質疑なり御意
見がありましたらお願いいたします。
参考までに、今まで下蒲刈町は成人式の事業はその日にやっておられたんです。

いえいえ、うちは８月にやってます。○竹内副会長

８月に、８月にやってたんですか。実は呉市の天応地区では、成人○小笠原会長

式の日に地元で笹酒まつりという祭りをやりまして、それでそこで成人の人が皆参
加して、その祭りが終わった後の成人の方だけのお祝いの簡単な行事をやって、そ
の後、呉市の文化ホールへ集まるというふうになっておるんで、地区で成人、地区
だけでやりたいというのは、そういう前後におやりになるとかというのは当然あり
得ると思うんですね。
８月というのは、やっぱり盆で皆さん帰ってこられるというようなことが多いか

ら。
そうですね。現在でも美術館でやりますがね。私どもがつくってお○竹内副会長

ります施設を全部見ていただいてという、それ簡単にやってお祝いをするという。
ごく簡単なもんですがね。

基本的にそれぞれの行事は尊重していくということでございますの○小笠原会長

で、この件については御承認いただけたものとして決定してよろしゅうございます
か。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

それでは、決定させていただきます。○小笠原会長

最後になりますが、協議第18号新市建設計画についてを議題といたします。
事務局から本件の説明を願います。

あと、協議事項７ページ、８ページにつきましては、次回以○佐々木事務局次長

降の協議とさせていただきまして、９ページを開いていただきまして、17番目とし
まして新市の建設計画という中での協議事項でございます。
これにつきましては、合併特例法の第５条に規定されておりまして、市町の合併

に際しましては、住民に合併後のまちづくりに関するビジョンを示すということが
大切でございまして、この合併に伴って建設計画を策定するということになってお
ります。
別紙資料８をごらんいただきたいと思います。
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現在、呉市・下蒲刈町の合併建設計画素案ということで、一応たたき台というこ
とで作っておりまして、これを提案させていただくということになろうかと思いま
す。これにつきましては、具体的な事業はまだのっておりません。今後、やはり合
併後に下蒲刈町の住民に呉市と合併してよかったと言えるようなまちづくりを進め
ていくことが大切でございまして、この計画の方針をつくらせていただいたところ
でございます。
具体的なそれぞれの案につきましては、現在、下蒲刈町、呉市で協議しておりま

すけれども、実際にまだ県とも協議をしながら具体的な事業を決めていくことにな
ろうかと考えております。また、この建設計画につきましては、御存じのようにい
ろいろな財政的な支援措置も講じられることになっておりますので、そのあたりを
いろいろ取り込みながら、具体的な事業を決めていただくというように考えている
ところでございます。
中身としましては、１ページはぐっていただきまして、１ページ目に、計画策定

の方針というのがございます。基本的に下蒲刈町につきましては、御存じのように、
「文化と歴史の掘り起こし」と「ガーデンアイランド構想」に基づくまちづくりを
進めておられますので、この辺の基本方針と呉市の第３次の総合計画を踏まえまし
て、新しいまちづくりをつくっていくことになろうかと考えております。
この計画の構成につきましては、２番目に書いてありますように、計画策定の方

針、２番目に呉市・下蒲刈町の概況、３番目に合併の必要性と効果、４番目にまち
づくりの基本方針、５番目にまちづくり計画、６番目に公共施設等の統合整備、７
番目に財政計画というようなたてりの中で、順次これを更正して中身を詰めていき
たいと考えているところでございます。この建設計画の計画の期間でございますが、
平成15年度から平成24年度までの10カ年計画でこの建設計画を策定していきたいと
考えているところでございます。
１ページはぐっていただきまして２ページ目でございますけども、呉市・下蒲刈

町の概況ということで、呉市・下蒲刈町の今の現況を載せさせていただいておると
ころでございます。
もう１ページはぐっていただきまして３ページ目でございますけども、これは呉

市・下蒲刈町の歴史ということで、町の起こりを、状況をここで書かせていただい
てるところでございます。
４ページ目でございますけども、呉市と下蒲刈町の結びつきということで、前か

ら呉の広域行政事務組合の構成メンバーとして長いつながりがございます。ととも
に、同じ呉地域ということで国のいろんな行政機関あるいは土木事務所、警察署の
管轄管内、あるいは社会保険事務所等も同じ管内でございますし、選挙区も同じ、
衆議院議員の選挙区なども同じでございます。その他、広島県が定めております地
域指定区分におきましても、ちょうどこれはエリアとして同じでございます。その
結びつきが、呉市と下蒲刈町の結びつきが強いということでございまして、特にま
た平成12年１月には安芸灘大橋が開通しまして、さらに住民の利便性も向上しまし
て、呉市との結びつきが強くなったものでございます。
もう１ページはぐっていただきまして５ページ目でございますけども、下蒲刈町
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のまちづくりの特徴としまして、御存じのように、先ほど言いましたけども、町で
は、「文化と歴史の掘り起こし」あるいは「ガーデンアイランド構想」に基づくま
ちづくりを基本に進めておられまして、三之瀬地区にいろいろな松濤園をはじめ、
蘭島閣美術館などいろんな施設を整備されてきておられます。本当に特徴あるまち
づくりを進められているということでございまして、今後とも、安芸灘大橋開通に
よりまして安芸灘諸島の玄関口として、また瀬戸内の文化の拠点として特色あるま
ちづくりをされているということの例でありまして、その特色を書かさせていただ
いておるところでございます。
それと、１ページはぐっていただきまして６ページ目でございますけども、合併

の必要性と効果ということで、常に通勤通学、医療なども含めまして、常に呉市と
同じような生活圏にございまして、同じようなまちづくり、既に一体化していると
いう状況を示させていただいております。
７ページも同じように書かさせていただいております。
それと、８ページでございますけども、合併の効果ということでここに載させて

いただいております。一応１番目としまして、今後、合併に伴いまして広い視野で
のまちづくり施策展開ができる。あるいは地方が進めてる個性的な地域づくりがま
すます進むということでございます。中身につきましては、そこに書いてあるとお
りでございまして、さらに魅力あるまちづくりが進んでいきます。実現できるとい
うことでございます。
２番目としまして、各種サービスの充実及び住民の利便性の向上というところで

ございまして、町におかれましてもいろいろな福祉・保健、いろんなサービスを行
っておられますけども、やはり呉市の方もいろんなサービスを持っておりますので、
両方あわせまして窓口サービスが充実する。あるいは、それぞれ持っておられる両
市町の公共施設のサービスが、皆さん広く利用できるようになるということでござ
います。それと同時に、今後、呉市と同じ、同様でございますけども、少子・高齢
化も進んでまいりますので、そのためにも福祉あるいは保健施設等の整備もしてい
くことになろうかと考えておりますし、文化施設あるいはスポーツ施設なども整備
が進んでいくのではないかと考えております。
３番目に、町内道路網などの生活インフラの整備促進ということでございまして、

各種インフラ整備が一緒になることによって、それだけ促進されるということでご
ざいます。
次、１ページはぐっていただきまして９ページでございますけども、４番目とし

まして消防救急防災体制の強化が図られるということでございます。現在、下蒲刈
町におきましては常備消防の施設はございませんけども、今後、消防救急に関しま
しても呉市の消防署等と連携しながらその消防救急体制、新たな防災体制も整備、
充実がされていくと考えているところでございます。
それと、５番目としましては、今後、両市町の一層の発展ということで、合併す

ることによりまして住民の方、合併してよかったと言えるようなまちづくりをどん
どんしていかなければならないということでございまして、そのような形になって
いくというように考えております。
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ということで、次の10ページ目でございます。４番目として、まちづくりの基本
方針ということでございまして、ここでは合併に伴いまして基本的にどのようなま
ちづくりを進めていくかということでございます。その基本となる指針といいます
か、方向性をここで明らかにしておるところでございます。
それで、中四国地域における瀬戸内海洋拠点都市の役割を担う個性豊かな地域と

して発展をしていくエリアだということでございまして、合併によりまして両市町
の一体的な地域振興をさらに図っていくということでございます。その中で、下蒲
刈町における役割としまして四角の中に書いておりますけども、安芸灘諸島の玄関
口に当たる地域ということでございまして、本地域の行政機能の充実や、あるいは
医療・保健などのサブ拠点の役割を担うということが期待されておりまして、具体
的には１番目としましては、瀬戸内海の文化・芸術拠点のまちづくりを進めていき
たい。２番目としましては、安芸灘地域の玄関口及び医療・保健サブ拠点のまちづ
くりを進めていきたい。３番目としましては、瀬戸内の豊かな自然環境と生活環境
の調和、魅力ある住宅エリアのまちづくりを進めていきたいということで、一応３
つの大きな視点で合併後のまちづくりを進めていきたいということで、案をつくっ
て提案させていただいております。
あと、１ページはぐっていただきまして11ページでございますけども、今後、ま

だ具体的な事業につきましては、先ほど言いましたように、今両市町で協議をして
おりますし、県とも協議を進めておりますので、その他ではその現下の流れという
ことをしっかり説明させていただきまして、今後、具体的な内容につきましては次
回後の協議会において素案として提案させていただくということを考えております。
以上で合併に伴います建設計画、まちづくりのビジョンにつきましてその概要を

説明させていただいたところでございます。御協議のほどよろしくお願いいたしま
す。

ただいまの説明につきまして、何か御意見なり御質疑がございまし○小笠原会長

たらお願いいたします。
今、でも素案ということでございまして、これからたたき台ということでござい

ますので、きょうのところはこれで御承認いただければ幸いでございますが、よろ
しゅうございますか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

ありがとうございました。○小笠原会長

それでは、本件につきましては、今後引き続き協議をしていくものとして決めさ
せていただきます。
以上で協議事項は終わりますが、その他何か御意見等ございましたらお願いいた

します。
ないようでございましたら、この辺できょうの会議を終わらせていただきたいと

思いますが、まず早朝から皆さん方には長時間にわたって御審議を賜りまして、ま
た熱心にいろいろな御意見等も賜りまして厚く御礼を申し上げます。
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協議事項につきましては極めて重要な事項ばかりでございますが、農業委員会の
取扱いの項目は保留にさせていただきましたけれども、そのほかの事項については
原案どおり決めさせていただきましたことにつきまして、皆様方の御協力、心から
感謝を申し上げたいと思います。
今後、さらに残された課題もたくさんありますし、また皆様方に御苦労をおかけ

いたしますが、どうかよろしくお願い申し上げます。
閉会に当たりまして、議長から一言。

一言、お願いとごあいさつを申し上げます。○岩原委員

本当にお忙しい時期にもかかわりませず、今回でもう本当に法定協2回目という
ことで、基本項目につきまして非常に前向きに御議論をいただきまして、さらに検
討、協議するという項目ももちろんございますし、さらには両市長・町長において
別途協議、決定するというところまで行きました。
今後につきましては、さらにもう第３回目の日程も決まっておるようでございま

して、極めて順調なこと、本当にうれしく思います。さらに、本日最後の項目にな
りました、いよいよ新しい市の建設計画に向かって、今、早口ではあったんですが、
基本的な方針も仕上がりました。この新しい市の建設計画に向かって、次回、そし
て来るべきゴールに向かって各自進むことを祈念いたしまして、あいさつとさせて
いただきます。
本日はどうも御苦労さまでございました。

それでは、次の第３回の協議会のことについてお諮りをしたいんで○小笠原会長

ございますが、いろいろ皆様方の御都合等もお聞きしました結果、連休等もござい
ますので、５月は５月23日木曜日、午後１時30分から、次は下蒲刈町において開催
をさせていただきたいというふうに存じておりますが、そういうことでひとつよろ
しくお願いを申し上げます。
それでは、これをもちまして第２回呉市・下蒲刈町合併協議会を閉会といたしま

す。
どうも皆さん、きょうは御苦労さまでございました。ありがとうございました。
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―――――――――――――――――――――――――――――――――――――
午前１１時２７分 閉 会

以上、第２回呉市・下蒲刈町合併協議会会議録の内容が正確であることを証明す

るためここに署名する。

呉市・下蒲刈町合併協議会会長 小笠原 臣 也

呉市・下蒲刈町合併協議会委員 岩 原 椋

呉市・下蒲刈町合併協議会委員 花 浦 照 広
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―――――――――――――――――――――――――――――――――――――
午前１１時２７分 閉 会

以上、第２回呉市・下蒲刈町合併協議会会議録の内容が正確であることを証明す

るためここに署名する。

呉市・下蒲刈町合併協議会会長

呉市・下蒲刈町合併協議会委員

呉市・下蒲刈町合併協議会委員


